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論文内容の要旨

本論文は，グノレコアミラーゼによるデンプン分解反応iζ対する汎用性の高い解析法を確立することを

目的として，デンプンの構成成分であるアミロースおよびアミロペクチンの構造とその分子量のグルコ

アミラーゼ反応におよぼす影響をそれぞれ実験的かつ理論的に検討し，乙れらの結果に基づいてデンプ

ン分解反応を速度論的に研究しており，緒論，本文 5 章および総括に分けて論述している。

緒論では，アミラーゼによるデンプン分解反応に対する従来の研究をまとめ，乙れまで不明であった

点を明らかにしたうえで，本研究の目的と意義を述べている。

第 1 章では，クツレコアミラーゼによるアミロース分解反応を取り上げ，分子量分布を考慮した反応速

度式を導出するとともに，速度パラメータにおよぼす重合度の影響を評価している。さらに，乙れらの

結果に基づいてアミロース分解反応について速度論的に解析している。

第 2 章では， α ーアミラーゼによるアミロース分解反応を取り上げ，第 l 章と同様の万法により速度

論的に解析している。

第 3 章では， α ーアミラーゼおよびグルコアミラーゼによるアミロース分解反応過程を第 1 章および

第 2 章で述べた理論を用いて解析することによって，アミロース分解によるグルコース生産プロセスの

最適操作を明らかにしている o

第 4 章では，グノレコアミラーゼによるアミロペクチン分解反応を取り上げ，複雑な基質構造を簡単な

モテ、ル構造で表わし，基質および反応中間体の構造変化を考慮した反応速度式を導出するとともに，速

度パラメータにおよぼす構造の影響を評価しているo さらに，乙れらの結果に基づいてアミロペクチン

分解反応について速度論的に解析している。
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第 5 章では，グノレコアミラーゼによるデンプン分解反応を取り上げ，第 1 章および第 4 章の結果に基

づいて，基質の各構成成分およびその反応中間体の構造変化を考慮した反応速度式を導出している。さ

らに，乙の反応速度式を用いた解析法の汎用性および有効性を種々のデンプン分解反応をシミュレート

する乙とにより確認しているo

総括では，以上の研究結果をまとめ，あわせて今後の課題について展望している。

論文の審査結果の要旨

デンプンを酵素的に分解しグノレコースを生産するプロセスは工業化されている。しかし，デンプンは

アミロースおよびアミロペクチンから構成され，その反応系が複雑となるため，分解反応に対する速度

論的な解析は不合理なまま放置されているのが現状である。

本論文は，デンプンの構成成分であるアミロース，アミロペクチンおよび両構成成分の分解過程で生

成する反応中間体の構造および分子量のグルコアミラーゼ反応におよぼす影響を実験的かつ理論的に検

討し，これらの結果に基づくデンプン分解反応に対する汎用性の高い解析法を提案するものである。主

な結果を要約すれば，次のとうりである。

(1) グルコアミラーゼならびに α ーアミラーゼによるアミロースの分解挙動を解析し，分子量分布を考

慮した反応速度式およびその速度パラメータを基質重合度の関数として表わし，乙れらを用いた解析

法の妥当性を実験値との比較から確認している。

(2) ク、、ルコアミラーゼおよび α ーアミラーゼを用いたアミロース分解系におけるグルコース生産のため

の最適操作を検討し， α ーアミラーゼ・クツレコアミラーゼを乙の順で作用させる逐次系が，両酵素の

同時系よりも有利であり，逐次操作において最適な酵素切換え点が存在する乙とおよびその最適切換

え基質重合度を実験的かつ理論的に明らかにしている。

(3) ク企ルコアミラーゼによるアミロペクチン分解挙動を解析し，基質のモデノレ構造に基づいた反応速度

式およびその速度パラメータを分岐鎖長の関数として与えている。そして，乙れらを用いた解析法の

妥当性を実験値との比較から確認している。

(4) クツレコアミラーゼによるデンプン分解に対して，アミロースおよびアミロペクチン分解反応の解析

結果iζ基づいて，反応速度式を導出し，乙れを用いた解析法の妥当性を実験値との比較から確認して

いる。

乙のように本論文は，デンプンからのグルコース生産プロセスに関して多くの知見を与えており，生

物化学工学の基礎および応用の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値が

あるものと認、める口
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